
 

　

 

 

一
般
求
職
者

就業サポートセンター等事
業費

職業能力開発サポート事
業

経）雇用推
進部

就業サポートセンター、ジョブガイド、あいワーク、職業
相談コーナー等における維持管理、求職者支援等

H23予：136,839⇒H23決：129,167
（就業ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ運営費：22,633、再就職支援事業：45,801、求職
者向けﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ・ｻｰﾋﾞｽ　24,848　など）

10 母子家庭自立支援給付金事
業

9

No

H23予：1,100⇒H23決：1,023
（会場借上費等の経費一部負担：995、障が
い者雇用啓発チラシの印刷：28）

No

1

2

3

4

5

6

7

8

事業名 担当部 事業概要
H23予算⇒H23決算（単位：千円）

（　）内は主な支出内容

企業向け若年層雇用安定
助成金事業

【緊急雇用対策事業】
高卒未就職者人材育成事
業費

【緊急雇用対策事業】
新卒未就職者雇用育成事
業費

事業名

就労ボランティア体験事業費

H23予：153,533⇒H23決：153,300
（委託費：153,300）12 季節労働者通年雇用促進支

援事業費
経）雇用推
進部

季節労働者の通年雇用化を目的とする「さっぽろ季節
労働者通年雇用促進支援協議会」への負担金交付

H23予：7,157⇒H23決：6,275
（さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議
会への負担金：6,275）

23 雇用ミスマッチ解消プログラム
事業

経）雇用推
進部

　資格取得機会提供のほか、就職スキル向上カウンセ
リング、合同企業説明会等

H23予：17,620⇒H23決：17,424
（雇用ミスマッチ解消プログラム事業委託：
17,424）

11 （社）札幌市シルバー人材セン
ター運営費補助金

経）雇用推
進部

札幌市シルバー人材センター運営費の一部補助
H23予：35,201⇒H23決：29,700
（札幌市シルバー人材センターに対する補助
金の交付：29,700）

22 【緊急雇用対策事業】
若年層人材育成事業費

経）雇用推
進部

　概ね25歳以下の未就職者を対象に、人材サービス会社
等の契約社員として働きながら学ぶことを通じて、就職に
つながる力を養成し早期就職を目的とする就職支援

13 障がい者就業支援事業費 経）雇用推
進部

国と札幌市との共催による「障がい者就職面接会｣の
開催（年２回）

H23予：400,000⇒H23決：400,000
（市内勤労者の融資資金の原資の一部とし
て、北海道労働金庫に貸付（預託９を行う。）

20子）子育て
支援部

母子家庭の母の就業を促進し職業能力の開発をする
ための給付金事業

H23予：292,724⇒H23決：262,216
（自立支援教育訓練給付金、高等技能訓練
促進費、入学支援修了一時金）

【緊急雇用対策事業】
若者向け働き方プラン等作成
事業費

子）子ども
育成部

若者の社会的自立を進めるため、就職に向けた取組と
は別の新しい働き方等の手引きの作成

H23予：24,184⇒H23決：20,126
（就職に困難を抱える若者の調査、新しい働き方・暮らし方の試行
実施と検討、「新しい働き方・暮らし方プラン」の作成。）

経）雇用推
進部

企業倒産などにより一時的な多数離職者が生じた場
合における、国、北海道及び札幌市との連携による総
合相談会

17 勤労者対策促進費 経）雇用推
進部

21 勤労者融資資金貸付金 経）雇用推
進部

　市内勤労者の生活資金及び住宅資金の融資資金の
原資の一部として、北海道労働金庫への預託

若年層就業促進事業費
（2011ジョブチャレンジ事
業）

職業観育成事業

若年層職場定着支援事業

経）雇用推
進部

「札幌市職業能力開発サポートセンター（Skipさっぽ
ろ）」の設置及び資格取得に対する助成

H23予：48,000⇒H23決：47,098
（Skipさっぽろ運営費：42,910、Skipさっぽろ初年度
設備費：2,293、共益費及び事務費等：1,895　な
ど）

No

仕事の悩み相談窓口の運営及び企業のメンタルヘル
ス研修講師の派遣

H23予：2,977⇒H23決：2,616
（仕事の悩み相談事業業務委託：2,478、
講師派遣ﾁﾗｼ・ﾎﾟｽﾀｰ等作成：108　など）

18 【H22事業仕分け対象事業】
快適な職場づくり支援事業

経）雇用推
進部

労働・職場環境に関する問題の解決支援のための、小
冊子配布による啓発

H23予：1,300⇒H23決：151
（小冊子（3,000冊）の作成・配布、市HPへの
掲載）

保）総務部
社会からの孤立感を深めている生活保護受給者に、
就業体験的なボランティア活動の場を提供し、就労意
欲の向上や社会参加意識を高める。

H23予：6,740⇒H23決：6,730
（就労ボランティア体験に係る外部業者への
委託料）

事業名 担当部 事業概要
H23予算⇒H23決算（単位：千円）

（　）内は主な支出内容

H23予：302⇒H23決：0
（平成23年度は予算の執行はない。）19 離職者総合相談事業費

札幌勤労者職業福祉センターへの運営費補助金の交
付

H23予：43,412⇒H23決：43,412
（ホールの収支差分：32,000、プールの小中
学生・高齢者・障がい者補てん分：11,412）

経）雇用推
進部

概ね35歳未満のフリーターや非正規雇用、無業者の
若者及び就職が難しい定時制高校生の就業促進

H23予：28,400⇒H23決：25,977
（委託費：25,977）

経）雇用推
進部

25歳以上34歳以下の若年層求職者を雇用する中小企
業等を対象とした本市独自助成金の支給

H23予：47,100⇒H23決：10,364
（助成金：5,000（200千円×25人）、助成金受
付窓口運営業務委託：5,364）

事業概要

経）雇用推
進部

入社3年以内の若手社員や若手社員を指導する企業
の担当者を対象とした職場定着支援の事業

H23予：4,603⇒H23決：2,870
（委託料：2,728、会場費：94、チラシ増刷：
48）

築20年以上経過した札幌勤労者職業福祉センターに
おける設備の補修工事

H23予算⇒H23決算（単位：千円）
（　）内は主な支出内容

16 札幌勤労者職業福祉センター
改修費

経）雇用推
進部

No 事業名 担当部

若
年
求
職
者

No 事業名 担当部 事業概要
H23予算⇒H23決算（単位：千円）

（　）内は主な支出内容

経）雇用推
進部

大卒等の新卒未就職者を対象に、人材サービス会社等
の契約社員として働きながら学ぶことを通じて、就職につ
ながる力を養成し早期就職を目的とする就職支援事業

H23予：236,031⇒H23決：229,182
（委託費：229,182） 14 (財)札幌勤労者職業福祉セン

ター事業費貸付金
経）雇用推
進部

札幌勤労者職業福祉センターの円滑な運営のための
貸付

H23予：534,000⇒H23決：484,000
（事業費貸付金：484,000）

経）雇用推
進部

高卒新卒未就職者を対象に、人材サービス会社等の契
約社員として働きながら学ぶことを通じて、就職につなが
る力を養成し早期就職を目的とする就職支援事業

H23予：275,469⇒H23決：274,789
（委託費：274,789）

H23予：7,235⇒H23決：5,283
（音楽ホール舞台機構設備の補修工事
4,725、工事の設計・監理等　558）

経）雇用推
進部

疑似体験プログラムを高校生に受講させることによる
勤労観、職業観（キャリア観）の涵養

H23予：5,000⇒H23決：2,980
（委託費：2,980）

15 (財)札幌勤労者職業福祉セン
ター事業費補助金

経）雇用推
進部

政策目標 安心して暮らせるぬくもりの街 重点課題 安心ある暮らしの確保に向けた環境の充実

重点課題に
かかる施策
の基本方針

厳しい雇用状況が続く中にあって、安心して働ける環境づくりを進めるため、5万人の雇用創出に取り組むとともに、就職に有利な資格取
得の支援や若者に着目した就業支援の取り組みを推進します。また、日常の暮らしの安心を確保するため、地域の防火防犯に取り組むま
ちづくり活動を支援するとともに、冬の市民生活ルールの確立や除排雪体制の維持・安定化に取り組みます。

えがお指標 34　雇用創出数（累計）：　《現状値》　－ （H22）　⇒　《目標値》　50,000人（H26）

対
象

担当部 事業概要
H23予算⇒H23決算（単位：千円）

（　）内は主な支出内容

施策名 2-3-1　就労支援と安心して働ける環境づくりの推進

◆関係機関（国や道の類似機関、NPOなどの民間活動団体等）や企業との連携・重複等の状況
◆札幌の優位性を活かした取組の内容 ◆厳しい札幌圏の雇用状況に対応した取組となっているか

想定される論点

➊若年求職者・一般求職者の就労支援 【8事業 H23予算：781,442千円⇒H23決算：722,427千円】

➍安心して働ける職場づくりのための施策 【3事業 H23予算：4,579千円⇒H23決算：2,767千円】

➎平成23年度をもって終了した事業 【4事業 H23予算：595,337千円⇒H23決算：590,850千円】

◆№1・2の「緊急雇用対策事業」は、国の補助事業であり、市費負担はなし。留意事項

◆研修講師の派遣にかかる費用対効果（受益者負担はあるのか。）

◆事業効果をどのようにとらえているのか。
想定される論点

◆№18は、H22年度市民評価（事業仕分け）において見直しの判定を受け、H23年度から見直しを実
施したところ。

◆№19は、事業は実施しているが、予算執行額は0円。
留意事項

➋その他求職者等の就労支援 【5事業 H23予算：342,922千円⇒H23決算：305,944千円】
◆関係機関（国や道の類似機関、NPOなどの民間活動団体等）や企業との連携・重複等の状況
◆交付金の使途と施策目的への貢献度

想定される論点

◆特殊事例等があり、グループ単体での評価ではなく、「若年求職者の就労支援」とセットでの評価が効果

的であるが、セットでの評価の際は、評価ボリュームを勘案し、その対象の絞り込みが必要か。

◆№11は、国の事業仕分けにより、H22年度以降、段階的に補助金を減額している。
留意事項

➌札幌勤労者職業福祉センター関係費 【3事業 H23予算：584,647千円⇒H23決算：532,695千円】

◆補助金の支出目的と事業運営実施状況

◆施設設置目的に照らした施設利用状況（稼働率、利用者数等）
想定される論点

◆札幌市出資団体改革新方針（平成21年（2009年）2月10日）抜粋
「平成28年度までは、施設の用途は現状のままとし、当団体（現運営団体「㈶札幌勤労者職業福祉セン
ター」）が施設運営を引き続き実施するが、平成29年度以降については、当団体の廃止を基本とし、民間
企業等による運営も視野に入れた検討を行う。」

留意事項
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